
 

     

 
 
 
 
 
  

◆ごあいさつ 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

  

   
    

支援申請者数（お子さま） ８３４名 

ゆめ育成支援金 
件数 ２３５件 

金額    ３,６６８，７０３円 

ゆめ応援支援金 
件数 ２４６件 

金額 ２７，４６８，６７６円 

皆さま、こんにちは！「ともにつくるゆめ基金」は、4 月から７年度目の活動をスタートさせました。新入学・

新社会人・新学期を迎えられた皆さんは、少しずつ新しい生活に慣れてきた頃でしょうか。今回の「ともにつ

くるゆめ基金だより」は、２０２５年度の支援事例、面談事例のご紹介、裏面ではともにつくるゆめ基金事務局

員の交代のお知らせとマイページを紹介しています。ぜひご覧ください！ 

（２０２６年３月３１日時点累計） 

◆２０２５年度 下半期（１０月～３月）活動紹介 

ゆめ 対象 つかいみち 

バスケットボールを頑張る 中学生 バスケットボール用品の購入費用 

自転車競技の選手 中学生 自転車と関連用品の購入費用 

NGO 職員 高校生 大学で使用するノートパソコン購入費用 

第一志望の企業に就職 大学生 スーツ購入費用 

理容師の技術向上 社会人 理美容ハサミ購入費用 

造園業で独立する 社会人 中型免許取得費用 

 

期間中、ゆめ育成支援金で３０件、ゆめ応援支援金で２９件の申請に対して支援金を

お支払いしました。ゆめ応援支援金の申請については、お子さまとの面談を計２３回

実施しています。ここでは、お支払いした事例の一部をご紹介します。 

 

◎面談時年齢：２３歳 

◎ゆめ：純喫茶のお店を開く 

◎つかいみち：経営についての学習資材購入費用 

調理技術向上に必要な調理器具の購入費用 

 

 料理やお菓子作りが好きで、現在は調理師として働く S さん。

ゆめは地元で「純喫茶」のお店を開くこと。お休みの日は、経営に

関する勉強をしたり、純喫茶めぐりをしています。色々なお店の

メニューやインテリアを参考にして、自分のアイデアを形にしたメ

ニューやお店づくりを考えています。また、現在の仕事では、調理

技術のさらなる向上を目指し、日々努力を続けています。 

 

 
＜事務局より＞好きなことから「ゆめ」につながり、歩み続ける S さん

を応援しています♪ 

◆面談事例のご紹介 

★各種支援金の受付状況・事例紹介 
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一般社団法人ともにつくるゆめ基金事務局 

東京都港区芝浦 3-2-22 

T E L：03-6809-3130 （平日 10 時～17 時） 

MAIL：info@tomoni-yume.org 

W E B：https://www.tomoni-yume.org  

ともにつくるゆめ基金の「マイページ」上で住所や連絡変更ができます。 

基金への登録手続きが完了した際、お手紙でマイページログイン情報のご案内をお送りしております。 

マイページ上で、「ゆめ育成支援金」「ゆめ応援支援金」の現在の保有ポイント数の確認、さらに各種支援金申請に必要な 

「ヒアリングシート」のダウンロード、ゆめ基金事務局へのお問い合わせもできます。ぜひご利用ください。 

退 任 

 

◆マイページはこちら◆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 新 任 

【編集後記】 

春から初夏に向かうこの季節、道端に咲く花々や木々の緑を見ると元気をもらえます。新年度と

なり、進級や進学、就職など環境が変わるこのタイミングは、新たな目標を見つけたり、すでに持っ

ている「ゆめ」の実現に向けた具体的な進め方を考える良い機会ですね。ひぜ、支援金のご活用を

ご検討ください。（M．S） 

森山 真吾 

渡辺 岬 

はじめまして。 

４月から、ともにつくるゆめ基金事務局

に着任しました森山 真吾と申します。 

ゆめに向かって歩んでいるお子さまと

の面談を通して、毎日元気をもらってい

ます。 

お子さまのゆめの実現に向け、お子さま

一人ひとりの思いに寄り添い、一緒に取

り組んでいきたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

このたび、2026 年 3 月末をもってともにつくるゆめ基金を 

離れることとなりました。2024 年 4 月の着任より事務局として

基金の活動に携わり、学びや気づきの多いあっという間の 2 年間

でした。 

面談やイベントでお子さまとお話しするなかで、一人ひとりの  

ゆめ、頑張りたいこと、大切にしている想いに触れさせていただ

き、目標を持って努力し進んでいるお子さまたちの姿勢に感銘を

受けるとともに、事務局として、また社会の一員として、心から応

援していきたいと強く感じています。 

これからも一人でも多くのお子さまが、ゆめを見つけ育み挑戦

できるよう、ゆめ基金が微力ながら、皆さまのゆめの実現の一助

となればと願うばかりです。皆さまのこれからの未来が、たくさん

のゆめと希望に満ちていますように。 

2 年間本当にどうもありがとうございました。 

マイページをご活用ください 

◆事務局員交代について 

◆ご案内 
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